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◇ ５０％以上の代表者を目指して組合を広げましょう。
◇ ４月からの新入職員に組合加入を呼びかけましょう。
◇ この機会にまだ組合に入っていない職員にも、

あらためて加入を訴えましょう。

晴山一穂先生紹介

専修大学教授、行政法専攻。とくに

独立行政法人関係の研究に早くから

取り組み、この問題についての著書

が多数あります

緊
急
学
習
会

４
０
名
あ
ま
り
参
加

『
法
人
化
に
伴
う
人
事
制
度
」

専
修
大
学
晴
山
一
穂
先
生
を
囲
ん
で

非
現
業
か
ら
現
業
へ

調
査
検
討
会
議
の
最
終

案
が
非
公
務
員
型
に
落
ち

着
き
そ
う
な
動
向
の
紹
介

の
の
ち
、
か
り
に
公
務
員

型
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

今
の
ま
ま
の
公
務
員
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
非
現
業
か

ら
現
業
へ
移
行
す
る
の
で

す
。一

般
の
非
現
業
公
務
員

な
ら
ば
、
国
家
公
務
員
法

で
、
教
育
公
務
員
で
あ
れ

ば
教
育
公
務
員
特
例
法
に

よ
っ
て
、
身
分
保
障
が
な

さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
授

会
や
評
議
会
の
権
限
重
視

な
ど
特
別
の
身
分
保
障
が

な
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
現
業
公

、

、

務
員
の
場
合
に
は

郵
政

林
野
、
造
幣
の
場
合
の
よ

う
に
、
国
公
法
が
原
則
適

用
さ
れ
、
労
働
条
件
に
つ

、

、

い
て
は

労
働
基
準
法
が

労
働
関
係
に
つ
い
て
は
、、

国
営
企
業
等
労
働
関
係
法

労
組
法
、
労
調
法
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
こ
と
。
要
す
る
に
、
教

特
法
の
適
用
が
外
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

公
務
員
型
な
ら
ば

か
り
に
公
務
員
型
に
な

っ
た
場
合
ど
う
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
非
現
業
か
ら

現
業
へ
と
い
う
こ
と
で
、

労
働
協
約
の
締
結
、
就
労

規
則
や
給
与
規
定
の
の
策

定
が
必
要
に
な
り
、
さ
ら

に
、
労
基
法
上
の
労
資
協

約
の
締
結
が
必
要
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

非
公
務
員
型
な
ら
ば

、

非
公
務
員
型
に
な
れ
ば

自
動
的
に
公
務
員
の
身
分

を
失
う
こ
と
に
な
る
見
通

し
で
、
経
過
的
に
従
来
の

権
利
義
務
は
継
承
さ
れ
る

と
は
い
う
も
の
の
身
分
の

。

不
安
定
化
は
免
れ
ま
せ
ん

労
働
協
約
そ
の
他
の
締
結

の
必
要
は
、
公
務
員
型
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

そ
こ
で
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
重
要
な
点
は
、

可
能
な
限
り
教
特
法
と
同

じ
内
容
を
就
業
規
則
に
盛

り
込
む
こ
と

職
員
も
専

、

門
職
と
し
て
、
公
務
印
南

の
身
分
保
障
を
確
保
す
る

、
だ
と
指
摘
さ
れ
ま

こ
と

し
た
。座

標
軸

教
職
員
の
非
公
務
員
型

化
の
危
険
が
切
迫
し
て
い

る
。
そ
の
危
機
感
は
、
日

本
全
国
多
数
の
国
立
大
学

教
職
員
の
な
か
で
高
ま
っ

て
い
る
▼
各
大
学
の
教
職

員
組
合
の
新
聞
を
手
に
取

っ
て
み
る
。
ど
の
紙
面
に

も
緊
迫
感
溢
れ
る
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ン
が
躍
っ
て
い
る
。

「
激
動
す
る
北
大

か
つ

て
な
い
大
学
を
め
ぐ
る
動

」（

、

）

き

ほ
く
だ
い

２
／
１

「

公

務

員
身
分

を
剥

奪

か
！
？

国
立
大
学
法
人

化
問
題
情
勢
緊
迫

（
京
大

」

職
組
新
聞
、
２
／
２
６

」
）

「
３
・
１
緊
急
集
会
に
１

５
０
名
参
加
！
国
立
大
学

教
職
員
の
『
公
務
員
化
』

を
阻
止
し
よ
う

（
東
職

」

ニ
ュ
ー
ス
、
３
／
１

。
国

）

立
大
学
だ
け
で
な
い
。
公

立
大
学
で
も
、
同
じ
危
機

感
を
も
っ
て
事
態
が
受
け

と
め
ら
れ
て
い
る

「
大
学

。

が
大
き
な
曲
が
り
角
に

団
結
の
力
で
外
圧
を
は
ね

返
そ
う

（
大
阪
市
大
教
職

」

組
新
聞

、
３
／
１
３
）

」

▼

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

を
見
て
み
る
。
役

reform

員
会
に
権
限
を
集
中
、
評

議
会
・
教
授
会
の
権
限
を

さ
ら
に
縮
小
、
学
外
者
参

加
の
運
営
協
議
会
の
実
権

掌
握
と
監
視
、
学
長
選
考

な
ど
か
ら
教
員
投
票
を
事

実
上
排
除
、
身
分
保
障
の

い
っ
そ
う
の
後
退
、
文
科

省
に
よ
る
大
学
統
制
シ
ス

テ
ム
の
堅
持
（
千
葉
大
独

行
法
情
報
速
報
：
特
集

最
『

終
報
告
案

、
３
／
１
２
）

』

な
ど
の
項
目
が
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
▼
「
営
利
の

精
神
に
満
た
さ
れ
た
警
察

国
家
―
調
査
検
討
会
議
最

終
報
告
案
を
読
む
―
」
３

月
１
５
日
づ
け
の
「
独
立

行
政
法
人
反
対
首
都
圏
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
」
の

発
表
し
た
文
書
の
表
題
で

あ
る
。
ま
た
７
単
組
（
北

、

、

、

、

大

新
潟

千
葉

東
京

茨
城
、
佐
賀
、
宮
崎
）
委

員
長
が
長
尾
主
査
宛
、
最

終
報
告
前
に
交
渉
す
る
よ

う
求
め
る
「
要
望
書
」
へ

の
連
名
を
募
集
し
た
▼

３
「

月
２
２
日
成
立
目
標
時
刻

１
２
時
３
０
分
頃
『
人
間

の
鎖
』
で
文
科
省
を
取
り

巻
こ
う

（
独
法
化
阻
止
全

」

国
ネ
ッ
ト

事
務
局
長
豊

l

島
耕
一
）
と
い
う
提
案
も

な
さ
れ
、
当
日
１
７
０
人

が
参
加
し
文
科
省
を
包
囲

し
た
▼
「
大
学
職
員
の
非

公
務
員
化
が
検
討
さ
れ
る

中
重
要
な
の
は
、
組
合
の

強
化
、
拡
大
！

（
東
大
、

」、

）

工
職
ニ
ュ
ー
ス

３
／
１

と
い
う
呼
び
か
け
に
、
今

こ
そ
応
え
る
と
き
だ
と
思

う
。

（
い
）



「歌う会」合唱メンバー募集
岡大職組は、現在、 しています。「歌う会」のメンバーを募集
全大教全国教研集会（９月６～８日）に集う仲間を「歌う会」
の合唱でお迎えしましょう。
「イマジン 「さとうきび畑」などでオペレッタふうの合唱をと」
いう候補が今のところ挙がっています。

合唱指導は加藤晴子（連合大学院院生・中国二期会会員）です。

第１回会合： 職員組合室で。曲目、練習日程などを決めます。本学４月１０日 １７：３０
の教職員であれば、組合員かどうかは問いません。

連絡先 岡山大学職員組合 電話：７１６６（内線） 電話／Ｆａｘ ０８６－２５２－４１４８
：ＯＤｕｎｉｏｎ＠ｍｂ４．ｓｅｉｋｙｏｕ．ｎｅ．ｊｐE-MAIL

全
国
教
研
集
会

全
大
教

９
月
６
～
８
日

岡
山
大
学
で
開
催

全
大
教
全
国
教
研
集
会
を
岡
山
大
学
職
員
組
合
で
引
き
受
け
る
こ
と
を
岡
山
大

学
職
員
組
合
教
研
部
会
と
執
行
委
員
会
で
決
定
。
い
よ
い
よ
３
月
２
６
日
、
全
大

教
全
国
教
研
岡
大
実
行
委
員
会
が
始
動
を
始
め
ま
し
た
。

ら
も
レ
ポ
ー
ト
を
立
て
て

参
加
す
る
こ
と
を
３
月
２

６
日
の
実
行
委
員
会
で
決

定
し
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
は
次
の
よ
う

な
視
点
か
ら
取
り
組
み
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
国
立
大

学
の
非
公
務
員
型
法
人
化

を
も
睨
ん
で
、
新
し
い
大

学
像
（
大
学
憲
章
）
と
新

（

）

し
い
組
合
像

組
合
憲
章

づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
新
し
い
大、

学
像
・
組
合
像
か
ら
み
て

岡
山
大
学
お
よ
び
組
合
の

現
状
の
到
達
点
と
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
大
学
内
に
学

部
職
種
を
超
え
た
交
流
の

場
を
創
出
し
、
か
つ
、
過

半
数
組
合
へ
の
展
望
を
獲。

得
し
よ
う
と
の
狙
い
で
す

こ
う
し
た
観
点
の
も
と

に
、
次
の
よ
う
な
レ
ポ
ー

ト
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

教
職
員
の
皆
さ
ん
で
こ

の
テ
ー
マ
な
ら
参
加
し
て、

も
い
い
と
お
考
え
の
方
は

是
非
、
組
合
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

レ
ポ
ー
ト
Ａ

大
学
憲
章

レ
ポ
ー
ト
Ｂ

組
合
憲
章
論

レ
ポ
ー
ト
Ｃ

岡
山
大
学
論

①
大
学
運
営

②
研
究

③
教
育

④
教
員
評
価

⑤
教
育
組
織

⑥
ア
メ
ニ
テ
ィ

⑦
大
学
と
地
域

レ
ポ
ー
ト
Ｄ

教
育
学
部
再
編

レ
ポ
ー
ト
Ｅ

独
法
化
と
職
員

レ
ポ
ー
ト
Ｆ

職
種
別

①
教
員

②
事
務
職
員

③
技
官

④
看
護
師

⑤
図
書
館
職
員

⑥
定
員
外
職
員

⑦
女
性
教
職
員

ご
協
力
と

積
極
的
参
加
を

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
、
関
心
を
お
持
ち
の
方

は
、
是
非
、
ご
参
加
下
さ

い
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
る
だ
け
で
も
、
も
ち
ろ

ん
歓
迎
で
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
様
々

な
分
科
会
が
開
か
れ
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
分
科

会
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
分、

科
会
は
ま
だ
未
定
で
す
が

岡
大
職
組
は
、
い
じ
ょ
う

の
レ
ポ
ー
ト
を
も
っ
て
、

全
国
教
研
へ
参
加
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に

昨
年
は

独

、

、「

立
行
政
法
人
化
問
題

「
教

」

員
養
成
系
大
学
・
学
部
の

あ
り
方
」
な
ど
が
分
科
会

の
テ
ー
マ
で
し
た
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
り
ま
す
。
皆
で
歌

を
歌
い
ま
し
ょ
う
！

な
お
、
当
日
は
、
全
国
の

教
職
員
を
迎
え
て
懇
親
会

を
行
い
ま
す
。
そ
の
時
、

岡
大
職
組
は
、
全
国
か
ら

の
参
加
者
を
合
唱
で
迎
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
選
曲
を
し

（
ち
な
み
に
現
在
の
候
補

曲
は
”
イ
マ
ジ
ン

”
サ
ト

”

ウ
キ
ビ
畑
”
で
す
が
、
皆

さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
る

予
定

、
週
１
回
く
ら
い
の

）

練
習
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
指
導
者
は
、
教
育

学
部
大
学
院
連
合
博
士
課

程
在
籍
・
中
国
二
期
会
会。

員
の
加
藤
晴
子
さ
ん
で
す

。

や
さ
し
い
素
敵
な
方
で
す

歌
っ
て
み
て
も
い
い
な

と
思
わ
れ
る
方
は
、
美
声

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
蛮
声

、

、

の
方
も

は
ず
れ
る
方
も

元
気
の
い
い
人
も
、
元
気

、

、

を
出
し
た
い
人
も

是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
岡
大
の

教
職
員
で
あ
れ
ば
組
合
員。

で
な
く
と
も
構
い
ま
せ
ん

特
に
、
職
員
の
方
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

散
歩
道

散
歩
道

吹
く
風
が
暖
か
い
。
水

が
ぬ
る
ん
で
い
る
。
花
が

一
斉
に
咲
き
始
め
た
。
ユ

、

、

キ
ヤ
ナ
ギ

レ
ン
ギ
ョ
ウ

ユ
ス
ラ
ウ
メ
…
。
街
が
鮮。

や
か
な
彩
り
に
包
ま
れ
る

暖
か
い
光
に
嫩
葉
の
緑
が

瑞
々
し
く
照
り
映
え
る
。

そ
し
て
、
桜
、
桜
、
桜

…
。
十
重
二
十
重
に
咲
き

誇
る
桜
の
競
演
は
、
私
た

ち
の
心
を
そ
ぞ
ろ
に
し
て

や
ま
な
い
。

さ
ら
に
ま
た
、
月
明
か

り
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
夜

桜
の
艶
麗
な
風
情
を
ど
う

表
現
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
。灯

火
ヲ
背
ケ
テ

惜
シ
ム
春
夜
ノ
月

花
ヲ
踏
ン
デ
ハ

同
ジ
ク
惜
シ
ム

少
年
ノ
春

古
人
も
ま
た
、
こ
の
至

福
の
瞬
間
を
限
り
な
く
惜

し
ん
で
い
る
。
お
ぼ
ろ
に

か
す
む
月
明
か
り
が
、
花

を
踏
む
生
々
し
さ
を
柔
ら

く
包
み
込
ん
で
美
し
い
。

私
は
、
花
を
踏
ん
だ
り

は
し
な
い
。
月
明
か
り
に

照
ら
し
出
さ
れ
た
黒
い
土

を
選
ん
で
歩
く
。

月
影
を

踏
め
ば
桜
が

散
り
か
か
る

明
日
は
、
嵐
か
花
吹
雪

か
。
春
宵
の
一
刻
、
私
は

。

（

）

英
気
を
養
う

ｋ

か
ね
て
か
ら
、
全
大
教
か

ら
全
国
教
研
集
会
開
催
地

引
き
受
け
の
要
請
が
、
岡

山
大
学
職
員
組
合
に
き
て

い
ま
し
た
。

現
在
進
行
中
の
大
学
改

革
に
つ
い
て
、
全
国
の
情

報
を
結
集
し
て
学
習
し
、

ま
た
岡
大
職
組
か
ら
も
全

国
に
問
題
を
投
げ
か
け
よ

う
と
い
う
積
極
的
な
企
図

を
も
っ
て
、
開
催
地
を
引

き
受
け
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

５
月
末
の
学
内
教
研
集

会
、
６
月
末
に
行
わ
れ
る

島
根
大
学
で
の
中
四
国
教

研
集
会
で
報
告
を
行
っ
た

後
、
９
月
６
～
８
日
の
三

日
間
、
岡
山
大
学
で
開
催

さ
れ
る
全
国
教
研
集
会
に

臨
も
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
お
よ
び
岡
大

職
組
の
取
り
組
み

全
国
教
研
集
会
の
テ
ー

マ
は
、
大
学
改
革
に
伴
う

諸
問
題
を
、
全
国
情
勢
は

全
大
教
本
部
か
ら
、
そ
し

て
各
大
学
の
実
情
は
各
大

学
職
組
か
ら
報
告
し
て
も

ら
っ
て
討
議
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
て
岡
大
か


